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理化学研究所 

環境資源科学研究センター 

質量分析・顕微鏡解析ユニット 

 

主旨 

理化学研究所環境資源科学研究センターは、研究技術支援の１つとして、「LC-QTOF-MS を

用いたメタボローム解析」を共同研究として実施させて頂きます。以下の注意点をよくお読

みいただいたうえで担当者までお問い合わせください。 

 

対象代謝物 

二次代謝産物 

 フェニルプロパノイド（桂皮酸類、リグナンなど） 

 フラボノイド（フラボノール、アントシアニン、プロアントシアニジン、C-フラボンな

ど） 

 サポニン 

 フェノールアミド 

 アルカロイド 

 

使用機器 

液体クロマトグラフィー-フォトダイオードアレイ-飛行時間型-質量分析（LC-PDA-QTOF-

MS）装置 

LC 部 Acquity UPLC (Waters) 

PDA 部 Acquity PDA eλ (Waters) 

MS 部 Xevo G2 QTof (Waters) 

 

必要なもの 

消耗品 

 2 ml チューブ（SARSTEDT Safe-seal micro tube 2mL, PP for extraction） 

 ジルコニアビーズ（アズワン 5-4060-13 ジルコニアボール (φ 5mm) YTZ-5） 

 

支援技術 

①  非ターゲット分析 

多変量解析（PCA など）によるサンプルの比較解析 



化学的情報（精密質量、組成式、構造名）の付与 

② ターゲット分析 

フラボノイドをターゲットとしたサンプルの比較解析 

化学的情報（精密質量、組成式、構造名）の付与 

 

研究支援の流れ 

① 研究支援の事前連絡（貴研究室 → 当ユニット担当者） 

② 事前打ち合わせ（目的、対象、サンプル数、納期の確認など ） 

③ 利用申請書提出（貴研究室 → 当ユニット、事務局） 

④ 共同研究開始 

⑤ 植物サンプルの授受における確認書の作成（必須） 

⑥ 植物サンプルの授受における確認書、予備実験サンプル、本番サンプル、サンプルシー

トの提供（貴研究室 → 当ユニット担当者） 

⑦ 測定結果（当ユニット担当者 → 貴研究室） 

⑧ 結果の解釈（貴研究室→当ユニット） 

⑨ データの解釈のフィードバック 

⑩ 論文化の相談 

 

サンプルの準備、送付 

実験をはじめるまえに、下記 URL の「サンプルについて」にアクセスしてご確認ください。 

https://masspec-phytohormone.riken.jp/sample/ 

 

納期 

納期は、出来るだけ対応させていただきますが、機器の予約状況によって異なりますので、

ご理解いただいたうえでご利用下さい。 

 

お断りする分析依頼 

 極性溶媒と逆相カラムを用いた分析となりますので，その範疇ではない代謝物の分析 

 物理的に抽出が出来ないサンプルの分析 

 サンプル数が多い分析（100 以上） 

 大規模スクリーニング、明確な研究目的が無いサンプル分析 

 

費用負担 

指定のチューブとビーズはご購入くださいますようお願いします。 

送付にかかる費用はご負担ください。 

 

https://masspec-phytohormone.riken.jp/sample/


共著のお願い 

解析結果を用いた発表をする場合（学会発表，論文）は、発表内容を事前に連絡していただ

き、下記関係者を共著者としていただきますようお願い致します。 

 

森 哲哉 1，平井 優美 1 

1 理研 CSRS 
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件名にご希望の支援技術名をご明記の上、ご相談ください。 

例）件名：サンプルについて【LC-QTOF-MS を用いたメタボローム解析】 


